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※リリース当日までに、画像イメージ等に変更がある場合があります。
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＜2022年2月リリース内容＞

1

１．「テーブルの管理」の機能強化
1-1 「フィルタ」に「フィルタボタンを使用する」を追加
1-2 「クロス集計」に「グラフを表示しない」を追加
1-3 「履歴」に「履歴の復元を許可」「履歴の削除を許可」を追加
1-4 「通知」に「作成後」「更新後」「削除後」を追加
1-5 「エクスポート」に区切り文字「タブ」を追加

２．エディタ項目に設定値を追加
添付ファイル項目に「添付ファイルの削除を許可」を追加

３．API機能の機能改善（※開発者向け）



■１．「テーブルの管理」の機能強化
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1-1 「フィルタ」に「フィルタボタンを使用する」を追加

3

テーブルの管理の「フィルタ」タブにて、設定項目に「フィルタボタンを使用する」を追加します。
設定すると、一覧画面のフィルタに「フィルタ」ボタンが追加され、
「フィルタ」ボタンを押したタイミングでフィルタ処理が実行されるようになります。

フィルタの各項目に入力しただけではフィルタ処理
は実行されず、「フィルタ」ボタンを押したタイミ
ングで処理が実行されます。



■１．「テーブルの管理」の機能強化
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1-2 「クロス集計」に「グラフを表示しない」を追加

4

テーブルの管理の「クロス集計」タブにて、設定項目に「グラフを表示しない」を追加します。
クロス集計表内の棒グラフ表示のON/OFFを設定できます。

＜チェックあり＞

＜チェックなし＞



■１．「テーブルの管理」の機能強化
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1-3 「履歴」に「履歴の復元を許可」「履歴の削除を許可」を追加

5

テーブルの管理の「履歴」タブにて、設定項目に「履歴の復元を許可」「履歴の削除を許可」を追加します。
設定すると、「変更履歴の一覧」においてテーブルごとに履歴の削除と復元の可否設定が可能となります。

＜チェックなし＞＜チェックあり＞



■１．「テーブルの管理」の機能強化

Copyright © KnowledgeSuite Inc. All Rights Reserved.

1-4 「通知」に「作成後」「更新後」「削除後」を追加

6

テーブルの管理の「通知」タブにて、通知の設定項目に「作成後」「更新後」「削除後」のチェックボックスを追加します。
設定すると、チェックが付いているタイミングでのみ通知されるようになります。（※デフォルトはチェックあり）
※「更新後」がチェックなしの場合でも、一括更新時は通知の対象となります。
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■１．「テーブルの管理」の機能強化

1-5 「エクスポート」に区切り文字「タブ」を追加

テーブルの管理の「エクスポート」タブにて、エクスポート設定項目の区切り文字に「タブ」を追加します。
CSV出力時の区切り文字を「カンマ」「タブ」の２種類から選択可能になります。
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■２．エディタ項目に設定値を追加

以下エディタ項目の「詳細設定」に設定を追加します。
・添付ファイル項目に「添付ファイルの削除を許可」を追加

チェックなしの場合は、ファイルを添付
した際の削除アイコンが表示されません。
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■３．API機能の機能改善（※開発者向け）

APIで指定可能なViewの設定に、取得するデータをカスタマイズするパラメータを追加します。
項目名での取得や、出力したい項目を指定しての取得が可能になります。

■追加パラメータ

ApiDataType
- Default: 従来の形式で出力
- KeyValues: 新しい形式で出力 ( ※こちらを指定した場合のみ、下記設定が有効になります。)

GridColumns
出力したい項目を指定します。例：["Title", "ClassA", "NumA"]

ApiColumnKeyDisplayType
取得するデータの項目名の形式を指定します。
- LabelText: テーブルの管理の「エディタ」タブで設定した項目名
- ColumnName: データベース上のカラム名（ClassA,NumAなど）

ApiColumnValueDisplayType
取得するデータの値の形式を指定します。
- DisplayValue: 画面に表示されるテキスト（リンク項目の場合、参照先レコードのタイトルやユーザー名など）
- Value: 値（リンク項目の場合の参照先のレコードIDやユーザーIDなど）
- Text: 基本的にDisplayValueと同じ内容が表示されますが、数値項目や日付項目で、

単位やフォーマットの指定が反映されない状態で表示されます。

ApiColumnHash
個別の項目ごとにKeyDisplayTypeやValueDisplayTypeを指定する場合に使用します。


